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小美玉市立玉里学園義務教育学校ＰＴＡ規約 

 

第１章 総則 

 （名 称） 

第１条 この会は，小美玉市立玉里学園義務教育学校ＰＴＡ（以下「本会」という。）という。 

 （事務局） 

第２条 本会の事務局は小美玉市立玉里学園義務教育学校（以下「本校」という。）に置く。 

 

第２章 目的及び活動 

 （目 的） 

第３条 本会は保護者と教師が協力して家庭，学校及び社会における児童・生徒の健全な成長を図

ることを目的とする。 

 （活 動） 

第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の活動を行う。 

 １ 保護者と教職員の研鑽，教養向上に資する事項 

２ 家庭・学校及び社会の連携を緊密にする事項 

３ 本校環境の整備と充実を図る事項 

４ 児童と生徒（青少年）の育成，生活指導及び福祉の増進に寄与する事項 

５ その他目的達成に必要な事項 

 

第３章 方針 

 （方 針） 

第５条 本会は教育を本旨とする民主団体として次の方針に従って活動する。 

１ 学校の教育方針や指導方法の理解に努め，教育活動の充実に寄与する。 

２ 児童・生徒の教育ならびに福祉のために活動する他の団体及び機関と協力する。 

３ 営利的，政治的，宗教的な活動は一切行わない。 

４ 学校の人事その他管理には干渉しない。 

 

第４章 会員 

 （会 員） 

第６条 本会は次の会員をもって構成する。 

１ 本校に在籍する児童・生徒の保護者又はこれに代わる者（以下「Ｐ会員」という。）。 

２ 本校に勤務する教職員（以下「Ｔ会員」という。）。 
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第５章 会計 

 （経費の支弁） 

第７条 本会の活動に要する経費は会費・寄付金及びその他の収入によって支弁され，会費は各Ｐ

ＴＡ会員月額４５０円とする。 

 （予 算） 

第８条 本会の経費は，総会において決議された予算に基づいて行われる。 

 （決 算） 

第９条 本会の決算は，会計監査を経て総会に報告され，承認を得なければならない。 

 （会計年度） 

第 10 条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり，翌年の３月３１日に終わる。 

 

第６章 組織 

 （組 織） 

第 11 条 本会に次の機関を置く。 

 １ 役員会 

 ２ 運営委員会 

 ３ 専門委員会 

 （役員会） 

第 12 条 役員会は第 16 条で定められた役員（以下「役員」という。）及び校長をもって構成し，

重要事項を審議する。 

 （運営委員会） 

第 13 条 運営委員会は役員，専門委員会の委員長及び校長または代理者で構成し，随時開催する。 

 （運営委員会の審議事項） 

第 14 条 運営委員会は，次の事項を審議する。 

１ 会運営上の重要事項の審議及び企画 

２ 専門委員会の事業の承認及び連絡調整 

３ 総会に提出する議案 

４ その他重要な事項 

 （専門委員会） 

第 15 条 本会に必要な事項について調査・研究・立案・実施運営のために専門委員会を設置し， 

必要な事項は細則で定める。 
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第７章 役員及び監事 

 （役員） 

第 16 条 本会に次の役員を置く。役員は他の委員・監事を兼ねることができない。 

  １ 会長   １名（後期Ｐ会員） 

  ２ 副会長    ３名（後期Ｐ会員２名，前期Ｐ会員１名） 

  ３ 書記      ２名（前期Ｐ会員１名，Ｔ会員１名） 

  ４ 会計      ２名（後期Ｐ会員１名，Ｔ会員１名） 

  ５ 女性ネットワーク委員 若干名（後期Ｐ会員１名以上，前期Ｐ会員１名以上） 

 ６ 顧問   若干名 （前年度ＰＴＡ会長，有識者等） 

（監事） 

第 17 条 本会に会計監査として，監事２名（後期Ｐ会員）を置く。 

 （役員及び監事の選任） 

第 18 条 役員及び監事は，運営委員会において推薦され，総会の承認を得て決定する。ただし，総

会後に欠員が生じた場合は，臨時役員会の承認を得て決定する。 

 （役員及び監事の任期） 

第 19 条 役員及び監事の任期は１年とし，再任を妨げない。補欠役員の任期は，前任者の残任期間

とする。 

 （会長の職務） 

第 20 条 会長は，次の職務を行う。 

 １ この会を代表し会務を統理する。 

 ２ 総会，役員会，運営委員会を招集し，役員会及び運営委員会の議長となる。 

 ３ 専門委員会の委員を委嘱する。 

 （副会長の職務） 

第 21 条 副会長は，会長を補佐し，会長が事故等で不在の時はその職務を代行する。 

 （書記の職務） 

第 22 条 書記は，次の職務を行う。 

 １ 総会及び運営委員会の議事並びにこの会の活動に関する重要事項を記録する。 

 ２ 記録，通信その他の書類を保管する。 

 ３ 会長の指示に従って，この会の庶務を行う。 

 （会計の職務） 

第 23 条 会計は，次の職務を行う。 

 １ 総会が決定した予算に基づいて，一切の会計事務を処理する。 

 ２ 総会において監事の監査を経た決算報告をする。 

 ３ 本会の財産を管理する。 

 ４ 予算の立案について協力する。 
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 (女性ネットワーク委員の職務） 

第 24 条 女性ネットワーク委員は，女性（母親）の立場から，児童の健全な成長を図るための活動

を，会長等の指導助言の下に行う。 

（顧問の職務） 

第 25 条 顧問は，会長の諮問に応じ，各種会議に出席し，重要事項について意見を述べることがで 

きる。 

（監事の職務） 

第 26 条 監事は，次の職務を行う。 

 １ 本会の会計帳簿等を監査し，その結果を総会に報告する。 

 ２ 必要に応じて臨時会計監査を行うことができる。 

 

第８章 総会 

 （総会） 

第 27 条 総会は，本会の最高議決機関として，全会員を以て構成され，年度始めに開催する。また， 

必要に応じて，臨時総会を開催することができる。 

 （総会及び臨時総会の招集） 

第 28 条 総会は，会長が招集し，臨時総会は，会長が招集するほか，会員の 3 分の１以上の要求に 

よって開くことができる。 

 （総会の定足数） 

第 29 条 総会は３分の１以上（委任状を含む）の会員の出席をもって成立する。 

 （総会の議決） 

第 30 条 総会の議事は出席者の過半数で決する。可否同数のときは，議長が決する。 

 （総会の議長） 

第 31 条 総会の議長は，その都度会員の中から選出する。 

 （総会の審議事項） 

第 32 条 総会は，次の事項を審議する。 

 １ 前年度の事業報告及び決算報告 

 ２ 本年度の事業計画及び予算 

 ３ 役員及び監事の選任 

 ４ 規約の制定及び改正 

５ その他重要な事項 

 

第９章 改正 

 （規約の改正） 

第 33 条 この会の規約は，総会において，出席者の３分の２以上の承認を得て改正できる。 
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第１０章 細則 

 （細則の制定） 

第 34 条 本規約に定めるもののほか，必要な事項は，別に細則によって定める。 

 （細則の改正等） 

第 35 条 細則の制定・改正及び廃止は，運営委員会において，出席者の３分の２以上の同意によっ

て決し，会長はその結果を総会に報告する。 

 

付 則 

  １ 本規約は，令和３年４月１日から施行する。 


